
★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 

自分で「本当に正五角形の作図ができるのか？」と、これまでの学習と関連させなが

ら真剣に考え、数学のもつ「つながり」の美しさを感じてほしい。 

●題材（ 正五角形の作図 ）に対する「ものがたり」の変容 

 

実践事例と分析 

 

実践事例１「正五角形の作図」実施学年３学年 

１ 本単元の「ものがたりの授業」構想図   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 も の が た り 』 の 授 業 

（学習前） 

 正五角形を定規とコンパスだ

けで作図することは、できそう

な気はするがわからない。でき

たとして、それが正五角形だと

本当に言えるのか、証明できる

のか。 

（学習後） 

これまで学習したことがすべ

てつながって、なぜ正五角形の

作図ができるのかを証明できて

驚いている。これまでの学習が

つながって１つのことができる

のは嬉しい。 

 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫  ＊「自己に引きつけた語り」部分 

                          

 正五角形の作図については、１年生の時の正多角形の作図に出てこなかったので、作図でき

るのかできないのか、私の中ではもやもやしたまま終わっていました。また、「３年生になっ

たらわかるよ」みたいなことを先生が言っていて、早く知りたいとそのときは思っていました。

そんなことは忘れてしまい、月日が流れ、３年生になり、平方根、二次方程式、相似な図形を

学びました。それらを学ぶ中で、「黄金比」という言葉が出てきて、相似な図形では、その黄

金比が正五角形に現れてきました。正五角形の対角線に、黄金比が現われている…このとき、

誰かが、「正五角形って、これ使って作図できんのかな？」と言い、そこからみんなで正五角

形の作図に取りかかりました。結局、１時間たっても作図できませんでした。その時はとても

悔しく、「なぜできないのだろう？」「本当に作図できるの？」とめっちゃ考えました。そし

て、黄金比の作図をするには、三平方の定理を使って考えることができると知り、ついに、す

べてがつながりました。正五角形の作図が成り立つ理由を、証明できたのです。これまでの学

びがすべてつながって、数学を学んできてよかったと感じました。  

探究的な学び 

他者と語り合う 



２ 本単元で育成する資質・能力  

知 識 

技 能 

・図形についての基礎的な概念や原理・

法則などを理解するとともに、事象を数

理的に捉えたり、数学的に解釈したり、

数学的に表現・処理したりする技能を身

につける。 

〇黄金比や三平方の定理について知

り、二次方程式の解の公式を使って二

次方程式を解くことができ、 の長

さを作図して、正五角形を実際に作図

することができる。 

思 考 力 

判 断 力 

 表 現 力 

等 

・図形の構成要素や構成の仕方に着目

し、図形の性質や関係を直感的に捉え論

理的に考察する力を養う。 

〇正五角形の作図の方法について考察

し、その作図でなぜ正五角形になるの

かを、学習してきたことをつなげて論

理的に考えることができる。 

学びに向かう力 

 人間性  

等 

・数学的活動の楽しさやよさに気づいて

粘り強く考え、数学を生活や学習に生か

そうとする態度、問題解決の過程を振り

返って検討しようとする態度、多面的に

捉え考えようとする態度を養う。 

〇作図の結果や方法を振り返って、作

図した図形が条件に適するものである

かどうかを検討したり、作図を活用し

た問題解決の過程を振り返って検討し

たりしようする。 

 

３ 単元構成（全８時間） 

時間  学習課題（中心の問い） と ◆学習内容 

１ 

 

 

 

 

２ 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

 

㎝はどのように作図するのか？  

◆無理数( や )の長さを作図する方法を考える。 

黄金比( )とは？ 

◆黄金比について知り、どのようなところに黄金比が隠れているかを考える。 

解の公式はどのように使われるのか？ 

◆２次方程式の解の公式が、どのように使われるかを考える。２次方程式を解の公

式を使って解く方法を知る。２次方程式  の解を求める。 

正五角形の中にある相似な三角形にはどのような特徴があるか？ 

◆正五角形の対角線をひき、相似な三角形がいくつ隠れているかを考え、証明する。 

正五角形の対角線の長さにはどのような秘密があるのか？ 

◆正五角形の対角線の長さを求める方法を考え、対角線の長さを求める。 

正五角形の作図はどのようにするのか？ 

◆正五角形の対角線の長さをもとに、正五角形を作図する方法を考える。 

どのような比の直角三角形を作図することができるのか？ 

◆三平方の定理を利用して、いろいろな辺の比の直角三角形を作図する。 

なぜ正五角形を作図できるのか？ 

◆これまで学習したことを利用し、作図した正五角形が本当に正五角形であること

を証明する。 

 



４ 本単元で表出した生徒の「ものがたり」の分析  

（１）題材に対する「ものがたり」の変容について 

① 自己と題材に対する変容の割合 

単元終了後の記述をＡ～Ｃに分類し、自己と題材に

対する「ものがたり」が変容した生徒の割合を数量的

に分析した。右図は、その結果である。 

Ａ～Ｃの基準（Ａにいくほど自己に引き付けている） 

Ａ：題材と自己の変容が見られ、これまでの数学の学びを振り

返りながら、自分の言葉で意味づけ・価値づけしている 

Ｂ：題材の変容が見られ、学びを自分の言葉で意味づけ・価値

づけしている（ただし、つながりについての記述は見られ

ない） 

Ｃ：題材の変容が見られるが弱い（もしくは見られない） 

 

 ② その具体 

 Ａ 題材と自己の変容が見られ、これまでの数学の学びを振り返りながら、自分の言葉で意

味づけ・価値づけしていると判断した例（Ｙ女） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 題材の変容が見られず、記述が分かったにとどまっていると判断した例（Ｈ男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）単元における生徒の実際 

 ① 分析の視点 

［視点１］「正五角形の作図」に対する捉え直し（数学のつながりのよさについての記述）

があるか 

 ［視点２］「正五角形の作図」において、自分で疑問に感じ、論理的に考えているかどうか 

 ② 分析の対象 

 抽出生徒Ａ(Ｙ女)：単元学習前は、すぐに正五角形の作図ができると思っている。正五角

形の作図のために、１年生時の作図の学習を使うのではないかと考えて

いる。 

  抽出生徒Ｂ(Ｈ男)：単元学習前は、「本当にかけるのか」と疑問に思っている。正五角形

だけでなく、「正九角形の作図もできるのでは」など、自らの疑問を

解決していこうとする姿も見られる。 

前ページで、抽出生徒Ａは「ものがたり」の変容が見られているが、抽出生徒Ｂは変容が見

られなかった。それぞれの授業後の振り返り等から、学びの文脈を分析していく。 

【１年時「平面図形」を終えた抽出生徒Ａの振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

【１年時「平面図形」を終えた抽出生徒Ｂの振り返り】 

 

 

 

 

数学の無限性について感じている。「新しい

発見やなぞが生まれた」という記述から、数

学において、疑問を解決していく面白さを実

感していると見られる。 

「考える」ことの大切さを実感している。振

り返りを行うときに、抽出生徒Ａは、自分の

今の疑問や単元を通して考えたことが述べら

れているのに対し、抽出生徒Ｂは、これから

の学習への期待が述べられている。 



【４時間目を終えた抽出生徒Ａの振り返り】 

 

【４時間目を終えた抽出生徒Ｂの振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６時間目で正五角形を作図したときの抽出生徒Ａのワークシート】 

 

【６時間目で正五角形を作図したときの抽出生徒Ｂのワークシート】 

 

 

 

 

 

 

抽出生徒Ａは、証明の難しさを感じており、そのことが情意面として表出されている。抽出生徒Ｂ

は、証明の難しさについては感じているものの、相似な三角形を見つけられた嬉しさについての情

意面が表出されている。また、２名とも正五角形の「対角線」について、何か特徴があるのではな

いかと捉えており、前時から本時への問い(［視点２］)の観点から考えると、正五角形の中にある

相似な三角形を見つけるというしかけは、有効であったのではないかと分析する。証明については、

授業内で抑えられなかった部分があり、そのために本時の対角線の長さを求める場面で、スムーズ

に求められなかった班もある。前時でしっかりと証明しておくことが必要であった。 

抽出生徒Ａは、正五角形の作図について、まだ謎が残っており、きちんとかけるようになりたいと

いう思いが表出されている。抽出生徒Ｂは、１年時の「正多角形の作図」の学習の謎が解明された

ことによる嬉しさについての情意面が表出されている。また、正五角形の作図は、抽出生徒Ｂは目

盛があるとでき、抽出生徒Ａはまだ作図することができない。作図できない抽出生徒Ａは、前時に

対角線の長さを求めて、それを使って作図するというこれまでの学習のつながりを、意識できてい

ないのではないかと考える。抽出生徒Ｂは、1 年時の学習や前時とつなげることはできているが、

ここで疑問が解決して終わっている。 



【８時間目で正五角形を作図したときの抽出生徒Ａのワークシート】 

 

 

＜抽出生徒Ａの８時間目の振り返り＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【８時間目で正五角形を作図したときの抽出生徒Ｂのワークシート】 

 

 

＜抽出生徒Ｂの８時間目の振り返り＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三平方の定理の学習によって、正五角形の作図について、「なぜかけるのか」が説明できるという

嬉しさを実感している。抽出生徒Ｂは、１年時の「正多角形の作図」からの謎が解明され、正五角

形の作図は数学の集大成であると記している。抽出生徒Ａは、小学校算数とつなげて振り返ってい

る。いろいろな考えをつなげて、正五角形を作図できたことに喜びを感じている。抽出生徒２人の

授業やワークシートから、疑問だったことを、これまでの学習経験とつなげて解決できたときに、

数学を学ぶ楽しさや喜びを感じていることが改めてわかった。 



５ 本単元の「ものがたり」の授業の考察【成果（○）と課題（●）】 

○ 「正五角形の作図」は、1 年時の正多角形の作図の学習を考えると、「できそう」と感じ

ている生徒は多い。しかし、書く方法はひらめかず、方法を知ることができても「なぜこの

かき方で正五角形になるのか？」を考えることは「難しい」と感じる生徒がほとんどであっ

た。この、「できそうでできない」題材は、生徒の疑問を生み、「何とかできるようになり

たい」と熱中とか、できたときの達成感という情意が働きやすいのではないかと考える。情

意面を働かせるのに、適切な題材であったと考える。 

 

○ 分析の［視点２］において、生徒が疑問を自分で感じることができるように、毎授業の振

り返りで「新たに疑問に思ったことなど」という視点を設けたことで、自身の学習したこと

の振り返りが、「わかった」「できた」にとどまらず、「次こうなったら…」や、「…の場

合は」と考えることができたのではないかと考える。また、「計算方法や解き方を説明して」

と問うのではなく、「なぜそうなるの？」「どうやったらそうなるの？」と疑問をこちらか

ら問うことで、生徒同士でもそのように問い合うなどの活動が見られるようになったと考え

る。また、問いに対して生徒が納得するには、学習してきたことを根拠として、筋道立てて

論理的に考える必要がある。正五角形の作図をする際に、「なぜこのような線を引くの？」

などと問うことで、何を根拠に作図をしているか、なぜ正五角形になるのかを論理的に考え

ることができていたと考える。このような問いは、生徒が疑問を感じ、論理的に考えるのに

必要な手立てであったのではないかと考える。 

 

● 題材の「正五角形の作図」は、1 年時「平面図形」や３年時「平方根」など、いろいろな

単元の学びとつながっている題材だと思っていたが、そのことを実感している生徒は 26.8

％(26 名【N＝97】)だった。分析の［視点１］について、数学のつながりについて実感する

ためには、単元の構成の仕方や、どのタイミングで、どのように、問いを生徒に投げかける

べきかを考えていかなければならない。今回のポイントは、正五角形の対角線の長さであっ

たが、それを求めるためにこれまでの学びを総動員しなければならないという意識付け、し

かけがもっと必要であった。また、1 年時の「正多角形の作図」では、円の中心角を等分す

る方法などをおさえているため、対角線を求めることの必要性を感じていない生徒もいた。

対角線の長さを使って二等辺三角形を作図する経験を行ったり、目盛を用いて黄金数の作図

をしたりするの経験を単元構成に組み込むなどして、学習したことをつなげて正五角形を作

図する活動を行うことで、数学のもつ「つながり」の美しさを実感させたい。 

 

● 生徒が疑問をもち、「解きたい」「やってみたい」という思いにはなるものの、誰かに「語

りたい」とか、「語り合いたい」となるようなしかけが不十分である。生徒は個々で熱中、

没頭している様子はよく見られるが、他者と語る必要感が生まれるような場面をしかけた

い。 

 

● ［視点２］において、自分で疑問をもつことができない生徒へのしかけ方が課題である。

授業が 1 時間で解決してしまい、この授業で「できた」「わかった」ことを振り返っている。

振り返りの視点を繰り返し伝えたり、「できた」「わかった」生徒にも、繰り返し「なぜ？」

「どうやって？」と問うたりすることで、生徒の中に疑問を生み出すようしかけていきたい。 

 



★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 

ただ計算出来ればよいのではなく、きまりを見つけることで計算の仕組みに興味を持

って欲しい。また、既習の知識を用いて説明することで、単元を超えた数学のつながり

を実感してほしい。 

 
●題材（ 計算マスターへの道 ）に対する「ものがたり」の変容 

 

実践事例２「計算マスターへの道」実施学年１学年  

１ 本単元の「ものがたりの授業」構想図   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本単元で育成する資質・能力  

知 識 

技 能 

・数量や図形などについての基礎的な

概念や原理・法則などを理解するとと

もに、事象を数学化したり、数学的に

解釈したり、数学的に表現・処理した

りする技能を身につける。 

〇十の位が１である２桁の数どうしの

積について、その計算の仕組みを考え見

つけることができる。 

『 も の が た り の 授 業 』 

（学習前） 

 計算は筆算をすればできる

し、電卓を使えばいい。 

数が大きいものや暗算は、面

倒くさいもの。 

（学習後） 

自分で計算のきまりを見つ

け、それを今まで学習したこ

とを使って説明できることに

驚いた。 

 

 
≪(授業者が考えた)単元学習後の「振り返り」例≫ ＊「自己に引きつけた語り」部分 

先生が計算したときに筆算をするのかなと思ったら、答えを書いたのでとても驚きまし

た。答えを覚えているのかなと思ったけど、見ていたらそうでもないみたいで…。どん

な方法で計算しているのか不思議でした。でも、友達が計算方法を発見して、すごいな

と思ったけど、それと同時に、「何でその方法で計算できるの？」と疑問に思いました。

面積図を使って友だちと相談しながら考えたけれど、正直難しかったです。でも、面積

をばらして動かして考えるとなんとなく分かった気がします。分かったと思ったら今度

は文字を使って説明するという流れになって、頭がパニックになりました。計算なのに

図形を使って説明するというだけで驚いたのに、文字まで出てくるなんて…。数学って

いろんな分野がつながっているんですね。文字を使うと中学生って感じがするけど、や

っぱり難しいなぁと思いました。でも説明できるようになりたいです。計算方法自体は

簡単だったので、使えるなと思いました。 

暗算なんてする必要はない、電卓を使えばいいと思っていたけど、自分たちできまり

を見つけたり、それを説明できたりするとうれしかったのでもっと他にも知りたいなと

思いました。例えば、十の位が１ではない 2 桁どうしの積や、3 桁どうしの積だとどう

なるのかが気になりました。 

 

探究的な学び 

 

他者と語り合う 



思 考 力 

判 断 力 

 表 現 力 

等 

・事象を論理的に考察する力、数量や

図形などの性質を見いだし統合的・発

展的に考察する力、数学的な表現を用

いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現す

る力を養う。 

〇ある計算方法が成り立つのではない

かと仮説を立て、その方法がどの場合で

も成り立つことを既習内容とつなげて

論理的に考えることができる。 

学びに向かう力 

 人間性  

等 

・数学的活動の楽しさや数学のよさを

実感して粘り強く考え、数学を生活や

学習に生かそうとする態度、問題解決

の過程を振り返って評価・改善しよう

とする態度を養う。 

〇事象を数理的に捉え，数学の問題を見

いだし，問題を自立的，協働的に解決し

ようとしたり、新たな計算方法を見つけ

ようとしたりする態度を養う。 

３ 単元構成（全２時間） 

時間  学習課題（中心の問い） と ◆学習内容 

０ 

 

 

１ 

 

   

 

２ 

 

 

あなたにとって計算とは？  

◆かけ算（乗法）についての考えを記述する。 

◆かけ算の筆算において、途中式が面積図のどこに表れるのかを考える。 

なぜその計算方法で計算できるの？ 

◆十の位が１である２桁の数の積を考える。 

◆長方形の面積図を用いて、なぜそのような計算の仕組みになるのかの説明を考え

る。 

考えているすべての場合で当てはまることを説明するには？ 

◆前回の続きで十の位が１である２桁の数の積について文字を用いて説明する。 

４ 本単元で表出した生徒の「ものがたり」の分析 

（１） 題材に対する「ものがたり」の変容について 

 ① 自己と題材に対する変容の割合 

単元が終了するのは３年次「式の計算」を学習した後になるので、単元２時間目後の現時点

での記述をＡ～Ｄに分類し、自己と題材に対する「ものがたり」が変容した生徒の割合を数量

的に分析した。右図は、その結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

Ａ：題材と自己の変容が見られ、これまでの数

学の学びを振り返りながら、自分の言葉で

意味づけ・価値づけしている。 

Ｂ：題材の変容が見られ、学びを自分の言葉で

意味づけ・価値づけしている。（ただしこ

れまでの学習経験とつなげる記述はな

い。） 

Ｃ：題材の変容が見られるが、学びを自分の言

葉で意味づけ・価値づけしていない。 

Ｄ：題材の変容が見られるが弱く（もしくは見

られず）知った分かったにとどまっている。 



② その具体 

 Ａ 題材と自己の変容が見られ、これまでの数学の学びを振り返りながら、自分の言葉で意味づ

け・価値づけしている例（М女） 

 

                                             

                                             

                                             

                      

  

Ｂ 題材の変容が見られ、学びを自分の言葉で意味づけ・価値づけしている（ただしこれまでの

学習経験とつなげる記述はない）例（Ｓ女） 

 

                                            

            

 

                                         

 

 Ｃ 題材の変容が見られるが、学びを自分の言葉で意味づけ・価値づけしていない例（М男） 

 

                  

                        

 

 

 

Ｄ 題材の変容が見られず、知った分かったにとどまっている例（Ｋ女） 

 

 

 

 

 

 

（２） 単元における生徒の実際 

 ① 分析の視点 

［視点１］「計算」に対する捉え直し（数学のつながりのよさについての記述）があるか。 

 ［視点２］「計算マスターへの道」において、疑問や気づきを自ら生み出し、論理的に考え 

ているかどうか。 

 ② 分析の対象 

 抽出生徒Ａ（М男）：学習前アンケートでは、「計算」は筆算を用いるより電卓を用いた方

が現実的であると考える一方で、「計算式の立て方や考え方は分かっ

た方がいいのかな」と捉えている。 

  抽出生徒Ｂ（Ｓ女）：学習前アンケートでは、「計算」はすべての数学に適応すると考えて

いる。代数分野は得意だが、幾何分野に苦手意識を持っている。 



【１時間目を終えた抽出生徒Ａの振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１時間目を終えた抽出生徒Ｂの振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２時間目を終えた抽出生徒Ａの振り返り】 

 

 

 

 

【２時間目を終えた抽出生徒Ｂの振り返り】 

 

 

 

  

 

 

【授業後聞き取り】 

自分の視野がせまかった。もっといろいろな視点で考えた方がよかった。他の方法もある

のではないか。 

面積図を用いることで残りの 81 個の計算に、当てはまることを実感している。自ら「十の

位が２になるとどうなるのか？」という疑問を生み出している。 

授業中に「人の考えで考えるのは嫌だから自分なりの考えでいきたい」という発言があり、

人との関わりの中ではなく、自分の中で教材に没頭している姿が見られた。 

 

【授業後聞き取り】 

計算のやり方は決まっていて解くだけだと思っていたが、図形を使って説明することに驚

いた。 

 授業後の振り返りは、「理由があることを知れて勉強になった。楽しかった。」という記

述であるが、授業中の記述からは「なんでそうなるの？」という疑問を生み出している。た

だ、グループワークの時に残りの二人だけで話が進み、一人で考えることになった。ここで

苦手な図形の壁にぶつかった。配布された長方形の図をノートに貼ってしまったために、切

って動かすという作業ができなかったことも要因の一つと考えられる。 

 抽出生徒Ａは、これまで学習してきたものを使って説明をすることで、「便利」である感じ

る一方で、「いつも使えるわけではない」という数学における一般性を考えることができてい

る。抽出生徒Ｂは、今考えている 81 個の場合に当てはまる説明を考えようとはしているもの

の、再び図形の壁にぶつかった。しかし、得意の代数分野に立ち戻って考えることで理解し、

新たな「３けたでは？」という疑問を生み出し考えることができた。 



５ 本単元の「ものがたりの授業」の考察  

【成果】 

・ 普段の授業の中で「◎分かったこと、つかめたこと」「？分からなかったこと、疑問に思

ったこと」「☆もっとこうすればいいのでは」を提示して、自分の考えを書かせるというし

かけは、生徒に自ら疑問を持たせるには効果があった。生徒が自ら疑問を持つことは難しい

が、「◎分かったこと、つかめたこと」の視点を設けることで、数学を苦手としている生徒

でも教材に興味を持たせる手立てになっている。そこから疑問が持てるようになることを目

指している。疑問には、①理解が十分でない生徒からの疑問②当たり前を問う疑問③深まり

や広がりに向かう疑問があり、生徒がその疑問をクラスに投げかけることで、対話が始まり

学習課題へつなげることができた。 

・ ０時間目の時に、面積図を用いて筆算を考える時間をとったことは、１時間目の時に生徒

から「この計算でも面積図が使えるのでは？」という発想が出るためのしかけとして有効で

あった。 

・ １年次で、代数分野である計算を幾何分野である図形を用いて考えたことは、２、３年次

での学習につながるしかけとなった。 

 

【課題】 

・ ２時間の単元であっても、生徒は「変容がある」振り返りを書くことができるため、見取

りや分析を行うときに、生徒が書いたものからだけでは不十分であると感じた。授業の中で

何が原因(環境、友達との関わりなど)で生徒の変容が起きたのかを見取るために、抽出生徒

の毎時間の様子をボイスレコーダーでの録音、またはビデオでの録画を行いたい。 

・ 本単元は１年次の２時間構成ではなく、小学校算数からずっとつながっており、３年次ま

で続けていくことで、変容が実感できるのではないか。だからこそ、単元をどのように構成

するかを考えていかなければならない。 

・ 計算の形を筆算で表すことがしかけになると考えていたが、横に並べて書く方が生徒の思

考を助けるしかけとなるのかもしれない。生徒への提示の仕方を考えていきたい。 

・ グループワークをさせるときに、既習内容と結びつかない生徒へのしかけ(出来ている生徒

に早い段階で黒板に図示させるなど)が必要だった。 

 

 

 

 

 


